
5125 久楽
くらーく
の世界の旅：旅の楽しみ方の一つは、旅記録 

 

当初、スケッチや、絵が描ければと、思ったこともある。 

何しろ始めたのが、アフター、フィフティ。その後、思わぬ展開の⼈⽣になったが、 

何しろ、凝り性で、負けず嫌い。ハンパなしの、画像記録の失敗。 

その後の、和紙夢絵。これに⾄っては、いささかクレージーなほどのこだわり。 

その都度、原因を追求。失敗は当然。最初は、誰でも初⼼者。始めなければ始まらないと、 

我が⾝に、そう⾔い続けて、今⽇があり、夢挑戦継続中。話を元に戻して。 

 

 

 

   
 

 

 

地ビール、サラダから始まって、オススメの料理も味わった。 

別の⽇には、⾚ワインにあう料理。実に、贅沢な時間を、持たせてもらった。 

 

それと同時に、突然、世界の旅の兼高かおるさんのことが思い浮かんだ。 

ご著書に、人生三分割。学んで、尽くして、あとは自由に。 

「世界の旅」は、人生の学校だったと。 

東京お台場、ホテル⽇航での個展開催時のオープニングレセプションには、主賓として 

出席していただいた。感激。今でも、⼼の財産。 

 



その以前も、その後も、いろいろ教えていただいた。 

久楽には、特別なスポンサーは、いなかったが、そのおかげで、⾃由⾏動ができた。 

しかし、いろいろサポートしていただいたおかげで、今⽇がある。 

今、ご著書を読み返し、反省しているところ。出来ることしか、出来ないが、頑張りたい。 

 

 

    
 

 


